







































































































歌大観』で他にどのような作品に収録されているかを確認したところ、『歌枕名寄 が三十六例と最多であった。名所歌集である『歌枕名寄』は、 「採録歌の出典として名の見える勅撰 が、若干の例外を除き続拾遺和歌集（静嘉堂本）もしくは新後撰和歌集（刊本など）を下限と
（
3）」して























































































































































































































































































































































































































30 新古今 1878 西行家 602③かひありて、御藻濯 2、西行文 92、西行阿 36③ちかひにて、御裳集 6、歌枕名 4548 2147 
31 新後拾 452 ナシ 907 










34 新続古 1767 兼好 282、題林愚 5095 4812 
35 新後拾 873 夫木 8382⑤松のみどりか、人丸 238⑤松のみどりか、雲葉集 950 2967 
36 新古今 1610③たごの浦、⑤たきすさむらん 正治後 976、女房合 40、歌枕名 5262 3144 
37 続古今 239 洞院百 459、歌枕名 4176 1085 
38 風雅 1779 歌枕名 1316 16 
39 金葉二 540、金葉三 533 歌枕名 4604 8720 
40 新続古 293 ナシ 2399 
41 新拾遺 182 道五十 244、歌枕名 399 4299・5045 
42 新続古 978 ナシ 5069 
43 新後拾 1524 ナシ 2232 
44 続後撰 393 万代 1121、夫木 14583、月十首 70 判詞、最勝四 241、歌枕名 1061 874 
45 新続古 1781 津守集 291 2326 
46 千載 370 林葉 591②紅葉こきおろす、定家八 481、歌枕名 683 4577・5834 
47 新拾遺 775 ナシ 6366 
48 金葉三 515、千載 504②なくてぞみまし 




49 金葉二 290④ゆきげのくもに、金葉三 291 堀河百 1081、題林愚 5997、歌枕名 450 1255 
50 続後撰 812 古六帖 1797、歌枕名 7277 1053・8020 
51 新勅撰 1364 歌枕名 4193、8777 7474・8122 
52 新勅撰 1325 六華集 1674、歌枕名 8278 8314 
＊歌番号は『新編国歌大観』に拠る。 
＊『類字名所和歌集』は、村田秋男編『類字名所和歌集 本文篇』、笠間書院 昭 56）、千艘秋男・谷地快一編








1 古今 261 五代枕 35、歌枕名 258 1727 
2 新古今 1646 拾遺愚 2281、定家十 103、三五記 63、歌枕名 500、6700 
1036・6690・8290①さ
かの山の 
3 新勅撰 557 建保合 100、新三撰 176、歌枕名 1727 1834 






5 新拾遺 839③朝あらしに 歌枕名 8011 4213 





7 新後撰 33①にほの海や 為家 39①にほの海や、白七百 10①にほの海や②渡るも遠き、歌枕名 5863①にほの海や 784①湖の海や 
8 続後拾 119 建保百 65 2012 
9 新古今 1514 歌枕名 6289 380 
10 新勅撰 1293 名所月 62、歌枕名 5038 744 
11 新千載 1131 法性寺為信集 291④せくやなみだも 1401 
12 新古今 1603 玄玉 733、寂蓮 89、303、三百六 590、歌枕名 8317 1441 
13 続古今 884 歌枕名 5173 5579 
14 千載 540 歌枕名 6518 5661④夢をもことと 
15 新続古 716 題林愚 5939 1416 
16 後撰 1231 業平 64、和歌初 177、五代枕 4、歌枕名 543、712 1180・4562 
17 新続古 1115 ナシ 2277 
18 玉葉 2089 夫木 12112、嘉元百 387、歌枕名 4376 1411・4121 





20 玉葉 1102 夫木 14830、歌枕名 6458、大嘗会 95 1047 
21 千載 502 続詞花 305④初雪ふれり、和一字 544④初雪ふれり、題林愚 5851、歌枕名 5001⑤かげさえて 6806 
22 後撰 107④花の浪こそ 井蛙 474、五代枕 1372、歌枕名 5670 6854④花の浪こそ 
23 続千載 479 ナシ 1775 
24 新続古今 1775④いづくかかげの 
津守和歌集 290④いづくかかげの、作者、国豊、題
林愚 5193④いづくかかげの 2321 
25 新続古今 2011 ナシ 731 
26 続拾遺 1415 長方 85、歌枕名 995 41 
27 続後拾 296 夫木 9993、明日香 978 229 





後十五 26①水のうへに、俊頼髄脳 118、六華集 894











① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
1 在原元方 古今 33 ○ ○
2 定家 千載 460 ○ ○ ○ ○ ○
3 僧正行意 新勅撰 28 ○ ○
4 式部郷宇合 新古今 3 ○
5 大江茂重 新勅撰 10 
6 八条院高倉 新古今 42 ○ ○ ○ ○ ○
7 為家 新勅撰 333 ○ ○ ○ ○ ○
8 俊成女 新古今 116 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 長能 拾遺 57 ○ ○ ○
10 藤原光俊（真観） 新勅撰 100 ○ ○ ○ ○
11 従三位為信 続拾遺 28 
12 寂蓮 千載 116 ○ ○ ○ ○
13 前大納言資季 新勅撰 37 ○
14 大中臣親守 千載 1 
15 藤原雅永（飛鳥井） 新続古 8 
16 業平 古今 88 ○ ○ ○
17 前大僧正道玄 続古今 59 
18 入道前太政大臣（西園寺実兼） 続拾遺 209 
19 大伴 旅人 拾遺 14 ○ ○
20 前中納言俊光 新勅撰 33 
21 八条前太政大臣（藤原実行） 金葉 13 
22 貫之 古今 452 ○ ○ ○
23 権中納言公雄 続古今 110 
24 津守国量 新千載 12 
25 権大納言通守 新続古 1 
26 権中納言長方 千載 41 ○
27 雅経（飛鳥井） 新古今 134 ○ ○ ○ ○ ○
28 有家 千載 68 ○ ○ ○ ○ ○
29 法橋観教 拾遺 3 
30 西行法師 詞花 266 ○ ○ ○ ○
31 儀同三司（勘解由小路・広橋兼綱） 新千載 6 
32 枇杷皇太后宮 新古今 8 
33 源順 拾遺 51 ○ ○ ○
34 兼好法師 続千載 18 
35 柿本人丸 古今 254 ○ ○ ○
36 越前 新古今 26 ○
37 従三位行能 新古今 49 ○ ○
38 源三位頼政 詞花 61 ○ ○ ○
39 六条右大臣北方（顕房室）後拾遺 6 
40 左近中将定親 新続古 3 
41 西園寺入道（西園寺公経）新古今 114 ○ ○ ○ ○ ○
42 堀川院中宮上総 金葉 15 
43 法眼玄全 新後拾 1 
44 後鳥羽院 新古今 254 ○ ○ ○ ○ ○
45 津守圀豊 新続古 1 
46 俊恵法師 詞花 84 ○ ○ ○
47 有忠 玉葉 17 
48 赤染右門（赤染衛門） 拾遺 97 ○ ○ ○ ○
49 皇后宮権大夫〈師時〉 金葉 20 ○
50 山口女王 新古今 4 
51 後徳大寺左大臣（徳大寺実定） 千載 78 ○ ○ ○ ○
52 入道前太政大臣（西園寺公経） 新古今 114 ○ ○ ○ ○ ○
 
秀歌選

































































































8 ) 人丸は、たとえば、京都国立博物館蔵伝藤原信実筆柿本人丸像などに見られる 脇息に片肘をついて思案する風情で斜め上を見上げる歌仙絵が有名。業平は、弓を持ち、胡
簶
を背負った武人姿で描かれ
ることが多い。 たとえば、 師宣の 『百人一首像讃抄』 など。 貫之は、立てた笏の上部に手を添えて持ち、 そこに顎をついて思案し がら俯くような姿で描かれることが多い。これも、師宣の『百人一首像讃抄』など。
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 それ和哥は、我日の本の風俗にして、めにみえぬ鬼神もかんをなし、武士のこゝろやわらげ、夫婦 なさけ るとかや。人めまれなる山がつのしづの男、しづの女も、こゝろをたねと 言葉の花いろかにそみ、水にあそぶかわづ、木ずゑにやどるうぐゐすまで、いづれゑにしはしるぞ

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月のくもゐとぶかり 羽かぜに、いかやうにおぼしめさるゝとなり。 さある程に、 たゞにてきこえぬきぬたのおともき□し
（こ）
めさるゝ




























































































君を思ふこゝろ ちがのしほがま、みをこがすと かくつげまいらせたく侍れども、 うちつけ もいはれぬとな 女の哥に、こゝろふかくていとあは□□きこ


































そぶがいにしへをおもひいでたり。さあらば、はるあきのかりもとゞまるべきか。さもあらねば、 れ人のたまづさをとめけるにやと、そのいはれきかまほし。 」 （下
14ウ）
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【影印】
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